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Summary
 Exploration for collecting sugarcane wild species, Saccharum spontaneum L., in 
southern regions of Miyazaki Prefecture, was carried out on 12-14 August in 2009. During 
this exploration, seven accessions were collected mainly from roadside bush and riverbank. 
There was a relatively wide range of variations in juice Brix among collected seven accessions, 


































　今回の探索では，Table 2 に示すように，宮崎市 4 地点および串間市 3 地点の合計 7 地点にお
いてサトウキビ野生種群落を発見し，一部の個体を収集した．いずれの群落においても 8 月中
旬の探索時点で出穂・開花は終了していた．これは，九州南部の野生種の出穂期は南西諸島に
比較してかなり早く 7 ～ 8 月である，とした佐藤ら 13) の指摘を裏付ける結果であった．収集時
に調査した各野生種の特性を Table 3 に，収集地点の周辺状況を Photo １～ 7 に示した．なお，








8 月 12 日
鹿 児 島 県 西 之 表 市 → 鹿 児 島 市 → 宮 崎 市 砂 土 原 町（A1)，B，C）
→宮崎市阿波岐原町（D）
8 月 13 日
宮 崎 市 → 清 武 町 → 日 南 市 → 串 間 市 今 町（E） → 串 間 市 大 字 本 庄（F） 
→串間市大字崎田（G）→宮崎市
1) 表中のアルファベット（A から G）は Fig.1 に示した各収集地点を示す．
Table 1. Exploration schedule and collection sites.









Figure 1. Exploration route in Southern Miyazaki prefecture. 
 
第1図 宮崎県南部におけるサトウキビ野生種探索・収集経路． 
    実線および破線で示した経路は，それぞれ探索1日目，2日目の
経路を示す．図中のアルファベットは野生種群落の発見位置
を示す． 
Fig. 1  Exploration route in Southern Miyazaki prefecture.
宮崎県南部におけるサトウキビ野生種探索・収集経路．
実線および破線で示した経路は，それぞれ探索 1 日目，2 日目の経路を示す．
図中のアルファベットは野生種群落の発見位置を示す．
系統番号 JP 番号
収集位置 標高 収集 
地点
地名 周辺状況 土壌
北緯 東経  (m)
JW 765 237636 32°01′131°29′ 9   A 1) 宮崎市佐土原町下田島 県道 372 号線沿い
の茂み
壌土
JW 766 237637 32°01′131°29′ 9 B 宮崎市佐土原町下田島 県道 372 号線沿い
石崎川の土手
壌土
JW 767 237638 32°00′131°29′ 13 C 宮崎市佐土原町下那珂 県道 372 号線沿い
の茂み
壌土
JW 768 237639 31°57′131°27′ 6 D 宮崎市阿波岐原町猿野 県道 372 号線沿い
産母川の土手
壌土
JW 769 237640 31°27′131°13′ 2 E 串間市今町 大字西方 志布志湾東沿岸の
道路沿いの茂み
砂質土
JW 770 237641 31°26′131°15′ 6 F 串間市本城 道路沿いの茂み（近
隣に墓地あり）
砂質土




1) 表中のアルファベット（A から G）は Fig.1 に示した各収集地点を示す．
Table 2. List of sugarcane wild species (S. spontaneum L.) collected in southern regions of 
Miyazaki Prefecture
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系統番号 群落の直径 Brix (%) 仮茎長 (m) 茎径 (mm) 分げつ数 茎内部 出穂状況 1)
JW 765 100m 程度   9.7 1.2 4 多 スポンジ 有（100％）
JW 766   20m 程度 14.8 2.0 6 多 スポンジ 有（100％）
JW 767 100m 程度 10.2 1.5 4 多 スポンジ 有（100％）
JW 768   15m 程度 13.6 1.5 5 多 スポンジ 有（100％）
JW 769   15m 程度 11.2 1.5 4 多 スポンジ 有（100％）
JW 770   50m 程度 11.5 1.2 4 多 スポンジ 有（100％）
JW 771 100m 程度   9.0 1.4 4 多 スポンジ 有（100％）
1) 出穂は 2009 年 8 月 12 ～ 13 日の時点での状況．
Table 3. Chracteristics of sugarcane wild species (S. spontaneum L.) collected during exploration 
in Miyazaki prefecture






クスが約 15％に達するものも認められたが，発見した 7 群落中 5 群落において，ブリックスは
11.5％以下であった（Table 3）．このことから，同地域における野生種のブリックスは，その分
布の中心が，おおよそ 9.5 ～ 11.5％程度の水準にあると推察された．この値は，8 ～ 10％に分
布の中心があると推定されている南西諸島の野生種より若干高く 15），14 ～ 16％に分布の中心
があると推定されている関東・東海地方の野生種よりも低い値であり，野生種のブリックスと地
理的分布との関係を考える上で興味深い．ただし，同地域内で収集された野生種間でもブリック
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Photo 1. Population found in a bush along prefectural road 372, 
Sadowara, Miyazaki, Miyazaki; JW765.
宮崎市佐土原町の県道 372 号線沿いの茂みで発見した群落
（JW765）．
Photo 2. Population found on the bank of Ishizaki river, Sadowara, 
Miyazaki, Miyazaki; JW766.
宮崎市佐土原町の石崎川の土手で発見した群落（JW766）．
Photo 3. Population found in a bush along prefectural road 372, 
Sadowara, Miyazaki, Miyazaki; JW767. 
宮崎市佐土原町の県道 372 号線沿いの茂みで発見した群落
（JW767）．
Photo 4. Population found on the bank of Yabo river, Awakigahara, 
Miyazaki, Miyazaki; JW768.
宮崎市阿波岐原町の産母川の土手で発見した群落（JW768）．
Photo 5. Population found in a bush along a city road in eastern coastal 
area of Shibushi-Bay, Ima-machi, Kushima, Miyazaki; JW769. 
志布志湾東沿岸（串間市今町）の道路沿いの茂みで発見した群落
（JW769）．
Photo 6. Population found in a bush along a narrow road in 
Honjyo, Kushima, Miyazaki; JW770. 
串間市本城の道路沿いの茂みで発見した群落（JW770）．
Photo 7. Population found in a bush along a narrow road in eastern 
coastal area of Shibushi-Bay, Sakida, Kushima, Miyazaki; JW771. 
志布志湾東沿岸（串間市崎田）の道路沿いの茂みで発見した群落
（JW771）．
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